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【はじめに】 

日本の夏は年々気温が上昇しており、畜産業における暑熱の影響も増加しています。 

夏季の暑熱ストレスは、牛に呼吸数・血流量の増加によるエネルギー要求量の増加、

飼料採食量の減少、泌乳量の減少、繁殖成績の低下などを引き起こします。 

夏を元気に乗り切るために以下に注意して管理を行いましょう！ 

 

【気温上昇が牛に及ぼす影響】 

（１） 生理的変化 

・暑熱ストレスにさらされると体温調節機構が破綻し体温が上昇 

・体温上昇を抑えるために、呼吸数・心拍数が増加することでエネルギー要求量が 

増え、増体や泌乳に悪影響 

・熱産生を抑えるために飼料摂取量や反すう回数が減少、ルーメンアシドーシスに 

なりやすくなる 

・子牛や育成牛では発育不良や疾病の増加（免疫の低下） 

（２） 受胎率の低下 

・飼料摂取量減少による栄養（エネルギー）不足が泌乳量・受胎率の低下を招く 

・性ホルモンの分泌低下やバランスの乱れなどの卵巣機能に悪影響、分娩後子宮回復 

の遅れ 

→ 発情行動が不明瞭となり発情の見逃し、発情周期の乱れ 

卵子や胚の品質低下による不受胎  

 

【暑熱対策】 

（１） 飲水・栄養面 

・新鮮で十分な飲水の確保（秋～春の3倍程度） 

・夜間～朝方の涼しい時間に良質な粗飼料を十分に給与（変敗飼料は与えない） 

・給与回数と餌寄せの回数を増やす（牛の採食意欲を刺激する） 

（２） 環境面 

 ・牛の周囲の環境温湿度を下げ、牛が体から熱を放散させやすい（体温上昇を招かな 

い）環境を整えましょう。 

→ 扇風機などで牛舎内の水分を除去（湿度を下げ体熱を効率よく放散させる） 

→ 屋根への白色塗装や散水（天井からの放射熱を減らす） 

→ 採食量が増加する夜間の環境温湿度も積極的に下げる     

暑熱ストレス対策してますか？ 
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